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いつまでも健康で住み続けられる、住みたくなるまち

◎落合小学校での防犯教室で警察音楽隊が演奏

　（詳細は８ページ） No.721
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警
察
音
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教育のひろば教育のひろば
◉令和３年度全国学力・学習状況調査結果からみる教育の現状

　小学６年生と中学３年生を対象に実施された全国学力・学習状況調査。今回は、その結果から添
田町の教育の現状を考えます。 問 教育委員会学校教育課（☎ 82-5963）

令和３年度　児童・生徒質問紙（抽出）
～添田町および福岡県、全国の平均回答率（％）～

小学校６年生

毎朝
朝食を
食べている

将来の夢
や目標を
持ってい
る

自分に良
いところ
があると
思う

自分で計
画を立て
て勉強し
ている

休みの日は
家で１時間
以上勉強し
ている

スマート
フォンの使
い方の約束
がない

毎日スマート
フォンやテレ
ビゲームを３
時間以上する

添田町 75.0 65.0 33.8 23.8 50.2 18.8 36.3

福岡県 83.1 61.6 35.6 29.1 56.3 14.2 31.6

全　国 85.8 60.2 36.2 31.2 61.0 11.8 29.0

中学校３年生

毎朝
朝食を
食べている

将来の夢
や目標を
持ってい
る

自分に良
いところ
があると
思う

自分で計
画を立て
て勉強し
ている

休みの日は
家で１時間
以上勉強し
ている

スマート
フォンの使
い方の約束
がない

毎日スマート
フォンやテレ
ビゲームを３
時間以上する

添田町 72.4 31.0 32.8 12.1 48.3 24.1 60.0

福岡県 80.3 40.8 33.4 18.3 75.4 21.9 29.8

全　国 81.8 40.5 34.5 19.4 77.6 18.9 32.3

梅
野
香
理
さ
ん

　

町
教
育
委
員
会
で
は
目
標
と
す
る
子
ど
も
像
を

「
ふ
る
さ
と
添
田
町
を
愛
し
、
夢
・
希
望
を
実
現
す

る
、
か
し
こ
さ
と
た
く
ま
し
さ
を
兼
ね
備
え
た
人

間
性
豊
か
な
心
を
持
つ
子
ど
も
」
と
設
定
し
、
今

年
度
よ
り
各
学
校
で
「
ふ
る
さ
と
学
習
」
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
添
田
小
学
校

で
は
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
を
活
用
し
、
地
域

の
自
然
・
文
化
に
触
れ
る
こ
と
で
、
ふ
る
さ
と
の

良
さ
、
町
の
魅
力
を
知
り
、
郷
土
を
愛
す
る
心
を

育
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
学
習
を
進
め
て
い
ま

す
。

　

今
回
は
５
年
生
の
児
童
が
行
っ
た
『
添
田
町
の

魅
力
ア
ピ
ー
ル
大
作
戦
』
と
し
て
町
の
83
％
を
占

め
る
森
林
に
つ
い
て
の
学
び
を
紹
介
し
ま
す
。

木
を
学
ぶ

９
月
16
日
、
県
飯
塚

農
林
事
務
所
職
員
の
松
熊
由

記
さ
ん
を
講
師
と
し
て
森
林

の
機
能
や
林
業
の
歴
史
、
台

風
に
よ
っ
て
倒
さ
れ
た
英
彦

山
の
木
々

な
ど
を
学
び
ま
し
た
。
座
学
の
後

は
実
際
に
木
に
触
れ
る
授
業
と
し

て
、
間
伐
材
を
材
料
に
し
た
椅
子

作
り
を
体
験
し
、
児
童
た
ち
は
上

手
に
椅
子
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
学
習

「
添
田
町
の
魅
力
ア
ピ
ー
ル
大
作
戦
」

１人１本ずつ、上手に植樹できました→

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
は
小
学

６
年
生
、
中
学
３
年
生
を
対
象
に

毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
緊
急
事

態
措
置
実
施
の
た
め
行
わ
れ
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
2
年
ぶ
り
と
な
る
今
年
度
は
5
月

下
旬
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
学
習
環
境
も
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
大
き
く
影
響
を

受
け
た
1
年
間
で
し
た
。
今
年
度
も
学
力

調
査
結
果
の
公
表
は
し
ま
せ
ん
が
、
添
田

町
の
子
ど
も
た
ち
は
令
和
元
年
度
に
比
べ

て
学
力
が
向
上
し
て
い
る
状
況
で
す
。
小

学
6
年
生
・
中
学
3
年
生
と
も
に
算
数
・

数
学
科
が
大
幅
に
上
昇
し
、
あ
と
わ
ず
か

で
全
国
平
均
値
に
並
ぶ
と
こ
ろ
で
す
。
国

語
科
に
お
い
て
も
令
和
元
年
度
よ
り
上
昇

し
て
い
る
状
況
で
す
。

　

今
回
の
結
果
か
ら
見
え
て
く
る
算
数
・

数
学
科
、
国
語
科
と
も
に
共
通
す
る「
記

述
式
問
題
」
に
対
す
る
課
題
を
今
年
度
検

証
し
、
町
内
教
職
員
全
員
で
学
校
に
お
け

る
児
童
・
生
徒
へ
の
教
育
指
導
の
充
実
や

学
習
状
況
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

同
時
に
行
わ
れ
た
児
童
・
生
徒
質
問

紙
か
ら
見
え
て
く
る
児
童
・
生
徒

の
状
況
に
関
し
て
は
、
大
変
厳
し
い
状
況

が
う
か
が
え
ま
す
（
調
査
結
果
は
３
ペ
ー

ジ
中
段
に
掲
載
）。
▼
「
毎
日
朝
食
を
食

べ
て
い
る
」
が
、
中
学
校
で
は
前
回
よ
り

若
干
改
善
し
た
も
の
の
、
小
学
校
で
3
年

連
続
75
％

台
。
4
人

に
一
人
が

毎
日
朝
食

を
食
べ
て

い
な
い
と

い
う
状
況
で
す
。
▼
「
自

分
に
は
良
い
と
こ
ろ
が

あ
る
と
思
う
」
で
は
、
小

学
校
・
中
学
校
と
も
に
全

国
を
若
干
下
回
っ
て
い

ま
す
。
自
分
を
大
切
に

思
う
自
尊
感
情
が
や
や

低
い
よ
う
で
す
。
▼
「
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
ゲ
ー
ム
等
の
時
間
が
毎

日
３
時
間
以
上
」
と
い
う
児
童
・
生
徒
が

全
国
よ
り
高
い
状
況
で
す
。
中
学
校
で
は

60
％
を
超
え
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
加

え
「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
い
方
の
約
束

が
な
い
」
割
合
も
全
国
よ
り
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。
▼
「
自
分
で
計
画
を
立
て
て
勉

強
し
て
い
る
」「
休
み
の
日
は
家
で
1
時

間
以
上
勉
強
し
て
い
る
」
で
は
全
国
に
比

べ
大
変
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
中
学

生
の
学
習
時
間
が
少
な
い
状
況
で
す
。
家

庭
で
の
生
活
リ
ズ
ム
や
生
活
習
慣
を
見
直

し
、
学
習
を
す
る
習
慣
を
身
に
つ
け
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
各
家
庭
で
、
以
上
の
項

目
だ
け
で
な
く
、
記
載
の
表
に
あ
る
内
容

に
つ
い
て
子
ど
も
と
話
し
合
い
、
家
庭
で

の
見
直
し
や
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

し
ょ
う
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
に
よ
り
、
文
部
科
学
省
が
3
年

か
け
て
推
進
す
る
予
定
で
し
た
G
I
G
A

ス
ク
ー
ル
構
想
が
前
倒
し
さ
れ
、
今
年
度

当
初
か
ら
子
ど
も
た
ち
は
１
人
1
台
の
タ

ブ
レ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
の
学
習
を

始
め
ま
し
た
。
教
室
に
は
、
電
子
黒
板
や

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
・
実
物
投
影
機
な
ど
が

常
備
さ
れ
、
学
習
環
境
は
大
き
く
変
わ
り

ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
環
境
の
中
で
教
育
活
動
を

充
実
さ
せ
る
に
は
、
学
校
・
家
庭
・
行
政

が
一
体
と
な
っ
た
教
育
環
境
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
こ
と
が
今
ま
で
以
上
に
重
要
に

な
っ
て
き
ま
す
。
保
護
者
の
皆
さ
ん
、
地

域
の
皆
さ
ん
の
更
な
る
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

木
に
触
れ
る

９
月
28
日
、
英

彦
山
山
頂
付
近
の
産む

す
び霊

神
社
裏
側
の
台
風
等
で

荒
廃
し
た
場
所
に
、
杉

や
カ
エ
デ
の
苗
木
を
植

樹
し
ま
し
た
。
児
童
た

ち
は
10
班
に
分
か
れ
英

彦
山
青
年
の
家
を
出
発

し
、
互
い
に
励
ま
し
あ

い
な
が
ら
山
頂
に
到
達
。

昼
食
後
、
山
頂
か
ら
350
ｍ
程
下
っ
た
場
所
に
あ
る

産む
す
び霊
神
社
裏
側
の
台
風
な
ど
で
荒
廃
し
た
山
肌
に

杉
や
カ
エ
デ
の
苗
木
を
協
力
し
て
植
樹
し
ま
し
た
。

植
樹
後
は
、
鹿
の
食
害
か
ら
苗
木
を
守
る
た
め
、

サ
プ
リ
ガ
ー
ド（
鹿
除
け
ネ
ッ
ト
）の
設
置
を
行
い
、

名
前
を
書
い
た
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
も
つ
け
ま
し
た
。

今
回
児
童
た
ち
が
植
え
た
苗
木
は
60
本
。
植
樹
し

た
場
所
は
気
温
が
低
く
、
平
地
に
比
べ
苗
木
の
成

長
は
遅
い
よ
う
で
す
が
、
数
年
後
に
は
立
派
な
若

木
と
な
り
ま
す
。
下
山
時
に
は
雨
に
打
た
れ
ま
し

た
が
全
員
ケ
ガ

も
な
く
無
事
下

山
。
初
め
て
英

彦
山
に
登
っ
た

児
童
も
多
く
、

木
に
触
れ
る
、

貴
重
な
体
験
が

で
き
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う

か
。

←友だちと協力しながら椅子を作りました

↑
授
業
で
は
鹿
の
食
害
な
ど
も
学
び
ま
し
た

　

梅
野
香
理
さ
ん
（
下
落
合
）
が
９
月
７
日
に
開

催
さ
れ
た
令
和
３
年
第
３
回
添
田
町
議
会
定
例
会

で
、
教
育
委
員
選
任
の
同
意
を
受
け
、
10
月
21
日
、

寺
西
町
長
か
ら
任
命
辞
令
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。
任

期
は
令
和
７
年
10
月
20
日
ま
で
で
す
。

梅
野
教
育
委
員
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
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特別会計・企業会計
　特定の事業を行うため
に設置される特別会計と
水道事業に設置されてい
る企業会計は、皆さんが
支払う保険税や使用料で
運営されています。本町
の各特別会計、企業会計
の決算では、黒字決算と
なりました。

※資金不足が生じていないため「－」と記載しています。（　）内
は参考に剰余金の比率を△（マイナス）で示しています。

資金不足比率 添田町水道事業 経営健全化基準

公営企業会計の資金不足割合か
ら経営状況の深刻度をみる比率

－
（△195.2％） 20.00％

区　　分 歳　入 歳　出 差引額

国民健康保険事業 11億4,961万円 11億   355万円 4,606万円

後期高齢者医療 1億7,502万円 １億7,440万円 62万円

住宅新築資金等貸付事業 712万円 698万円 14万円

バス事業 2,260万円 2,235万円 25万円

水道事業 １億9,985万円 １億9,471万円 514万円

合　　計 15億5,420万円 15億   199万円 5,221万円

報議会費
9,461万円（1.2％）

総務費
23億1,739万円（28.6％）

　　民生費
19億6,393万円（24.3％）農林業費

３億9,175万円（4.8％）

土木費
６億9,324万円（8.5％）

災害復旧費、労働費
５億140万円（6.2％）

公債費
６億7,433万円（8.3％）

消防費
３億3,629万円（4.2％）

商工費
１億3,612万円（1.7％）

教育費
６億3,707万円（7.9％）

衛生費
３億4,855万円（4.3％）

歳出
80億
9,468万円

一
般
会
計
の
決
算
概
要

　

令
和
２
年
度
の
歳
入
決
算
額
は
、
85
億
４
２
９
３
万
円
、

歳
出
決
算
額
は
80
億
９
４
６
８
万
円
、
歳
入
歳
出
差
引
額

は
４
億
４
８
２
５
万
円
と
な
り
、令
和
２
年
度
か
ら
3
年
度

に
繰
り
越
す
べ
き
財
源
の
1
億
３
０
１
１
万
円
を
差
引
き
、

3
億
１
８
１
４
万
円
の
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
は
、
前
年
度
に
比
べ
11
億
449
万
円
増
額
と
な
り
ま

し
た
。
主
な
理
由
は
、
国
庫
補
助
金
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
の
防
止
や
経
済
活
動
の
回
復
に
充
て
る
事

業
に
対
す
る
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
や
、
住
民
１
人
に
つ

き
10
万
円
を
給
付
し
た
特
別
定
額
給
付
金
給
付
事
業
費
補

助
金
に
よ
り
13
億
753
万
円
の
大
幅
な
増
加
と
な
っ
た
た
め

で
す
。
ま
た
、
自
主
財
源
で
あ
る
町
税
は
、
法
人
町
民
税

と
固
定
資
産
税
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る

減
免
な
ど
を
行
っ
た
こ
と
、
英
彦
山
温
泉
し
ゃ
く
な
げ
荘

の
休
館
に
伴
う
入
湯
税
の
減
額
な
ど
が
影
響
し
、
862
万
円

の
減
収
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
出
は
、
前
年
度
に
比
べ
10
億
５
５
１
５
万
円
増
額
と

な
り
ま
し
た
。
主
な
理
由
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

健
全
化
判
断
比
率
と
資
金
不
足
比
率

　

令
和
２
年
度
決
算
に
基
づ
く
財
政
の
健
全
化
や
再
生
の

必
要
性
を
判
断
す
る
健
全
化
判
断
比
率
と
水
道
事
業
会
計

の
経
営
の
健
全
化
を
判
断
す
る
資
金
不
足
比
率
は
、
左
記

の
と
お
り
い
ず
れ
も
基
準
を
下
回
り
ま
し
た
。

経
常
収
支
比
率

　

経
常
収
支
比
率
は
、
財
政
の
弾
力
性
を
判
断
す
る
比
率

で
、
人
件
費
や
公
債
費
な
ど
の
経
常
経
費
に
対
し
て
、
町

税
や
普
通
交
付
税
な
ど
の
経
常
的
な
収
入
の
一
般
財
源
が

ど
の
程
度
充
当
さ
れ
て
い
る
か
を
表
し
て
い
ま
す
。
経
常

収
支
比
率
が
高
い
ほ
ど
、
自
由
に
使
え
る
財
源
に
余
裕
が

な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
の
経
常
収
支
比
率
は
、
95.2
％
と
な
り
、
前

年
度
に
比
べ
4.0
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト

中
止
に
伴
う
各
種
団
体
へ
の
補
助
金
な
ど
の
減
額
や
英
彦

山
温
泉
し
ゃ
く
な
げ
荘
の
休
館
に
よ
る
指
定
管
理
料
の
減

額
が
影
響
し
て
い
ま
す
。

※実質赤字比率と連結実質赤字比率は赤字額がなく、将来負担比
率は実質的な負債がないため「－」と記載しています。（　）内は
参考に黒字の比率を△（マイナス）で示しています。

健全化判断比率 添 田 町 早期健全化基準

実質赤字比率
一般会計などの赤字から財
政運営の深刻度をみる比率

－
（△8.74％） 15.0％

連結実質赤字比率
すべての会計の赤字から財
政運営の深刻度をみる比率

－
（△19.48％） 20.0％

実質公債費比率
借金の返済額等の大きさから
資金繰りの危険度をみる比率

3.8％ 25.0％

将来負担比率
町が抱える負債の残高から将
来財政への圧迫度をみる比率

－
（△79.8％） 350.0％

令
和
２
年
度　

ま
ち
の
財
政
状
況

令
和
２
年
度
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
及
び
企
業
会
計
の
決
算
が
９
月
定
例
議
会
で
認
定

さ
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
等
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
を
報
告
し
ま
す
。

染
症
に
よ
る
経
済
対
策
と
し
て
特
別
定
額
給
付
金
給
付
事

業
や
生
活
応
援
商
品
券
事
業
、
事
業
者
支
援
と
し
て
小
規

模
事
業
者
等
事
業
継
続
支
援
金
事
業
を
実
施
し
、
さ
ら
に
、

国
の
政
策
に
よ
り
児
童
生
徒
に
1
人
1
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
の
整
備
を
行
っ
た
こ
と
も
要
因
の
一
つ
で
す
。

　

今
後
は
、
人
口
減
少

等
に
よ
る
普
通
交
付
税

の
減
額
や
朝
日
ヶ
丘
団

地
建
替
事
業
、
小
中
学

校
建
設
事
業
な
ど
の
大

型
事
業
の
財
源
と
し
て

借
り
入
れ
る
公
債
費
の
増
加
が
見
込
ま

れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
自
主
財
源
の
確

保
は
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
収
入
の
確

保
に
努
め
る
と
と
も
に
事
務
事
業
の
見
直
し
や
経
常
経
費

の
削
減
に
積
極
的
に
取
組
み
、
重
点
施
策
や
投
資
的
事
業

の
推
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

報

町税
７億193万円（8.2％）

地方交付税
31億4,031万円（36.8％）

国庫支出金
24億4,235万円（28.6％）

県支出金
５億7,807万円（6.8％）

町債
６億167万円（7.0％）

自動車取得税交付金、
地方特例交付金など
2,173万円（0.3％）

分担金・負担金
2,455万円（0.3％）

財産収入
3,573万円（0.4％）

諸収入
２億3,197万円(2.7％）

使用料・手数料
１億 6,583万円（2.0％）

地方消費税交付金
１億9,200万円(2.2％）

地方譲与税
8,556万円（1.0％）

歳入
85億
4,293万円

繰越金
２億4,891万円（2.9％）

繰入金、寄附金
7,232万円（0.8％）

歳入は町が自主的に収入する自主財源と、国
や県から交付される依存財源に区分されます。
◉自主財源の主なものは・・・
　町税　町民税、固定資産税、軽自動車税など
　　皆さんが納めた税金
　繰越金　前年度から繰り越されたお金
　寄附金　ふるさと納税など
　分担金・負担金　保育料など特定の事業費の
　　一部を利用者が負担するお金
　使用料・手数料　町営住宅などの公共施設の
　　使用料や住民票などの発行手数料

◉依存財源の主なものは・・・
　国庫支出金　国からの負担金や補助金
　地方交付税　町の財政状況に応じて国から交
　　付されたお金
　県支出金　県からの負担金や補助金
　町債　事業を行うために借りたお金

歳出は目的によって、以下のように分類されます。 
　議会費　議会の運営を行うためのお金
　総務費　地域振興や選挙・統計などに使うお金
　民生費　福祉や子育て支援事業を行うためのお金
　衛生費　町民の健康管理やごみ処理に使うお金
　農林業費　農業や林業の振興に使うお金
　商工費　商工業や観光の振興に使うお金
　土木費　道路や町営住宅の整備・維持に使うお金
　消防費　消防施設や消防団運営に使うお金
　教育費　学校教育や社会教育などに使うお金
　災害復旧費　大雨などで被災した施設の復旧に使うお金
　公債費　借入金 ( 町の借金 ) などの返済に使うお金

町の財政（執行）状況については、町ホームページで公表し
ますので、ご確認ください。

自主財源
14億8,124万円（17.3％）

依存財源
70億6,169万円（82.7％）



福岡県下
一斉徴収強化月間
福岡県下
一斉徴収強化月間

▶▶▶税金、保険料、使用料、貸付金に関する問い合わせは
種別 担当係 電話番号 役場窓口

町税 住民課　税務・滞納対策係 82-1234 １階　⑤番窓口

後期高齢者医療保険料 住民課　保険年金係 82-5966 １階　④番窓口

介護保険料 保健福祉環境課　福祉・高齢者支援係 82-1232 １階　①番窓口

保育料 保健福祉環境課　子育て・障がい者支援係 82-1232 １階　①番窓口

住宅使用料 住環境整備課　住宅管理係 82-1235 ２階　⑬番窓口

水道使用料 水道課　管理係 82-5961 １階　⑦番窓口

育英資金貸付金 学校教育課　学校教育係 82-5963 庁舎別館

住宅新築資金貸付金 社会教育課　人権同和推進係 82-5800 オークホール

広報そえだ（令和３年 11月号）　６７　広報そえだ（令和３年 11月号）

再三の納付催告にも応じず納付意思がないと判
断した滞納者に対しては、法に基づき強制執

行（財産の差し押さえなど）を行います。新型コロ
ナウイルス感染症の影響で未だかつてない困難な生
活を強いられてきましたが、この厳しい状況下でも
ほとんどの皆さんはきちんと納付していただいてい
ます。負担の公平性の確保、貴重な財源の確保のため、
町税、後期高齢者医療保険料、介護保険料及び保育
料の滞納は、財産差押えやタイヤロックなどの滞納
処分を強化し、また、そのための財産調査や勤務先
などへの給与等調査などを行います。住宅使用料の
滞納は、住宅明け渡しなどの訴訟の実施、水道使用
料の滞納は、給水停止の実施を強化します。その他
の債権も法に基づいた滞納処分の実施を強化します。

添田町では福岡県、県内市町村と連携し、11 月、12 月を「県下一斉
徴収強化月間」と位置づけ、重点的に徴収を強化します。徴収強化の
対象は、町税（町県民税、軽自動車税、固定資産税、国民健康保険税）、
後期高齢者医療保険料、介護保険料、保育料、住宅使用料、水道使用料、
育英資金貸付金及び住宅新築資金貸付金です。皆さんから納めていただく
税金や保険料、使用料は私たちの暮らしを支える貴重な財源です。この機会
に納め忘れの税金や保険料、使用料がないか、確認しましょう。

11月

「県下一斉
徴収強化の
健康保険税）、
、水道使用料、
納めていただく
源です。この機会
ょう。

12月

■もしも滞納を放置したら・・・

税金や保険料、使用料は、教育や福祉、医療、水道、
し尿処理など幅広い公共サービスの提供に使

われています。もしも税金がなかったら「ごみ収集が
来ず、町がごみだらけになる」「道路が舗装されない」
「蛇口から水が出ない」「火災時に呼ぶ消防や、急病時
の救急車が有料になる」「学校に机や教科書がない」

「町営バスが走らない」「添
田ドームの利用料金が高
くなる」など、今まで当た
り前に利用、提供できて
いた公共サービスが行え
ない社会になるのです。

■もしも税金がなかったら・・・

住民課税務係では、町内の小学校で「税金ってな
んだろう」「税金がなくなったら」などを考え、

児童に税金の意義や役割を正しく理解してもらうた
め、租税教室を開催しています。今年は 10 月 21 日、
津野小学校の５、６年生を対象に開催しました。授
業では学校運営に使われている税金（小学生で１人
あたり約 75,000 円 /月）を説明。その後、身近にある
消費税などの税金を紹介し、税金がなくなるとどん
な社会になるのかを想定したアニメの視聴、１億円
のレプリカを用いて１億円がどのくらいの重さかを
知る体験を行いました。初めて具体的に税の役割や
仕組みに触れた子どもたちからは「税金は消費税く
らいしか知らなかったけど、いろいろな種類の税金
を知れてよかった」などの感想が聞かれました。こ
の機会に、家庭で税金について話してみませんか。

◉税を考える週間　「くらしを支える税」
　毎年11月11日～17日は「税を考える週間」で
す。皆さんの生活に深いかかわりのある税の必
要性や使い道などをわかりやすく説明すること
で税に対する理解を深めてもらうために設けら
れています。わたしたちの暮らしを支える税に
ついて、ぜひこの機会に考えてみてください。
詳しくは国税庁ホームページ（https://www.
nta.go.jp）をご覧ください。
※電話での回答が困難な相談内容
については、事前に田川税務署へ
電話で相談日時の予約をお願いし
ます。
問 田川税務署（☎ 44-0430）

【町税・後期高齢者医療保険料・介護保険料・保育料】
滞納処分の流れ

督促・催告

財産調査

差し押さえ

公売・換価・充当

督促状や納付漏れ通知書を送付し、
自主的な納付を促します。

金融機関で預貯金や勤務先から給与
調査、不動産調査などをします。

不動産や自動車、預貯金、給与など
の債権を差し押さえます。

現金以外の財産は公売などを行い現
金化し、滞納に充当します。

←
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

◎納期限を少し過ぎて納付したのに、催促状が届き
　ました。なぜですか？
▶金融機関で納付した場合、納付の情報が町に届く
　までに１週間程度かかるため、催促状が行き違い
　で発送されています。納め忘れのない便利な口座
　振替もありますので、お問い合わせください。

◎勝手に預金残高を調べて、財産調査はプライバシー
　の侵害ではないのですか。
▶国税徴収法や地方税法に基づく財産調査は、プラ
　イバシーの侵害にあたりません。滞納があれば金
　融機関や勤務先などに調査を行うことになります。
　ご注意ください。

■子どもたちと税金について考える

■納付方法、滞納に関する疑問・質問

滞納が続くとあなたの愛車が
タイヤロックされることも・・・

↑１億円は約10キロの重さがあります

←「
租
税
教
室
」で
の
授
業
風
景

↑DVDは今年設置された電子黒板で
　視聴しました

◎借金がある、コロナで失業し税金が払えません。
▶地方税法の規定では、税金は借金よりも優先して
　支払わなければなりません。また失業などにより
　納税が困難となった場合などは、分納計画を立て
　完納できるよう相談に応じます。滞納が増える前
　に早めに相談にお越しください。

◎仕事で平日に納税相談に行けません。
▶町税、後期高齢者医療保険料、介護保険料、保育料、
　住宅使用料、水道使用料の納付相談をしたい人で、
　平日来庁できない人は12月12日日 9時から17時　
　の間、役場１階で休日納付相談を行います。希望す
　る人は事前に担当課まで連絡してください。



　学校の授業だ
けでなく、子ど
も達が自主的に
学習に取り組む
環境づくりが大
切であると考え、
学習習慣の定着
と学習意欲の向
上を目指し、毎
年実施している
英峰日進塾。第１回目は10月６日に町内の小学５年生40人、
６年生 40人、中学１年生 13人、２年生５人の計 98 人でス
タート。それぞれ宿題や課題を集中して解いていました。

My Town Topics 問 役場総務課広報・秘書係（☎ 82‐4000）

まちの話題
My Town Topics

身近なまちの話題について情報をお寄せください。
広報紙に掲載された写真は差し上げますので、お気軽に問い合わせください。

９　広報そえだ（令和３年 11月号） 広報そえだ（令和３年 11月号）　８

↓「いかのおすし」の他に通学路や外で遊ぶ場合の注意事項など、防犯について話す前川巡査長

　山口油屋福太郎の主力商品「めんべい」に、
町特産の柚子を使った「添田めんべい柚子ご
しょう風味」が仲間入りしました。10月８日
からの販売に先駆け、４日に添田町めんべい工
場で「添田めんべい」商品発表・進呈式が行
われ、山口油屋福太郎田中洋之社長や原材料
の柚子の塩漬けを提供している柚乃香本舗林
久秀さん（上落合一）らが出席。田中社長か
ら商品を渡された寺西町長は「待望の、待ち
に待った添田ご当地めんべい。色んな方面で
宣伝し、商品のPRに一役買いたい」とあい
さつ。「添田めんべい」は、添田町工場のほか道
の駅歓遊舎ひこさんなどでも販売しています。

「添田めんべい柚子ごしょう風味」

待望の添田めんべい発売開始

防犯教室で警察音楽隊が演奏

子どもの防犯意識向上のため

10 月８日、プロムエタイ選手の松井蓮汰さん
（真木）が９月26日東京大田区体育館で行われ
たWMCインターコンチネンタルライト級タイ
トルマッチで見事勝利し、ムエタイアジアチャ
ンピオンを獲得したことを寺西町長に報告しま
した。松井さんは真木小学校２年生の時にムエ
タイを始め、国内や本場タイで練習や試合を重
ねてきました。タイトルマッチでは１ラウンド
１分 49秒で TKO勝ちを収め、「普段はフルラウ
ンドまでもつれる試合もあるが、タイトルマッ
チで１ラウンドTKO勝ちしたことは、タイト
ルを取ったことよりもうれしい」とチャンピオ
ンになった喜びを笑顔で話してくれました。

WMC インターコンチネンタルライト級

添田からアジアチャンピオン誕生↓「添田だけでなく、田川全体の子どもたちが憧れる選手になって」と松井さん㊧に語る寺西町長㊨

↓左から古賀添田町工場長、寺西町長、田中社長、林さん。「添田めんべい」は１箱1,080円で販売中です

役場庁舎に支援自動販売機を設置
自販機売上の一部を犯罪被害者支援に

↑贈呈式には堀之内田川警察署長も出席しました

少しでも怪しいと感じたら通報を

農地パトロール実施

農地の適正な管理をお願いします

↑パトロールでは、耕作放棄地なども見回ります

　農業委員会で
は、遊休農地の
実態把握と発生
防止・解消、農
地の違反転用発
生防止対策など
のため、10月 12
日から農地パト
ロールを実施し
ました。遊休農
地は周辺の病害虫発生を助長し、有害鳥獣の隠れ場所に
なるなど農業に悪影響を及ぼすだけでなく、火災発生の
原因にもなりますので、農地の適正管理をお願いします。

英峰日進塾開講

みんなで「勉強するくせ」をつけます

↑先生は大学生や地域のボランティアの人たちです

↓中山院長㊧、寺西町長㊨に「将来は地域に貢献できる仕事に就きたい」と語った渡邊さん㊥

中山麻子給付型奨学金

第１回奨学金奨学生が決定

　返済の必要がない給付型奨学金「中山麻子
給付型奨学金」の初回奨学生に福岡大学経済
学部１年の渡邊菜の香さん（下中元寺）が選
ばれ、９月 29 日、寺西町長から決定通知書が
渡されました。この日は、同奨学金の原資と
なる２千万円を町に寄附して頂いた中山産婦
人科医院、中山麻子院長も同席。「大学はコロ
ナの影響でリモート授業が多く、大学生とい
う実感がまだ湧かない」と話す渡邊さんに、
中山院長は「他人の評価は気にせず、自分のや
りたいことを続けることが大事。夢は大きく
持って。全部かなわないとしても、持ってい
ないとかなわないから」と激励していました。

ニセ電話詐欺防止啓発活動

↑「自分は大丈夫」と思わず、詐欺には十分注意ください

10 月 15日、年
金支給日に添田
警部交番の警察
官がＪＡたがわ
添田支所前など
でニセ電話詐欺
防止の啓発を行
いました。今年
８月末までの福
岡県内における
ニセ電話詐欺の被害は、173件、３億828万円。昨年同月比
で35件、約6,200 万円も被害が増えています。金融機関を
利用する高齢者に「怪しい電話がかかってきたら、すぐに
110番通報してください」と注意を呼びかけました。

　１月１日から
役場庁舎内にあ
る自動販売機１
台を「犯罪被害
者支援自動販売
機」として設置
し、売り上げの
一部を福岡犯罪
被害者支援セン
ターに寄付して
います。10月15日、同センターから寺西町長に感謝状が贈
られました。センターの北村副理事長は「ジュース１本
買うことでできるボランティアで、犯罪被害者支援の活動
を皆さんに知ってもらいたい」と話していました。

10 月 22 日、落合小学校で防犯教室が開かれ

ました。コロナ禍で活動が制限される児童た

ちに特別な教室を行いたいと落合駐在所の前

川和也巡査長が県警広報課に警察音楽隊の演

奏を要望したところ、これが実現。この日は

落合小の児童のほかに、津野小の児童とくる

み保育園の年長、年中さんも参加。前川巡査

長の誘拐などから子ども自身が身を守るため

の行動「いかのおすし」の話のあと、警察音

楽隊の演奏がカラーガードの皆さんの演技と

ともに始まりました。落合小の加藤紘基さん

は「演奏は迫力がありすごかった。今日学ん

だ事をしっかり守りたい」と話していました。↑演奏はドレミの歌や落合小校歌など８曲でした↑カラーガードの演技に児童は見入っていました
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文
芸
歳
時
記

添田東地区公民館ボランティア
「添田東見守隊」を設置

◉
12
月
号
に
掲
載
す
る
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
を
募
集
し
ま
す

11
月
15
日
月
ま
で
に
役
場
総
務
課
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
投
稿
は
１
人
一
句
ま
で
。
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
の
区
分
を
書
い

て
く
だ
さ
い
。

問
役
場
総
務
課
広
報
・
秘
書
係
（
☎
82
―
４
０
０
０
）

は
る
か
な
る
あ
る
日
あ
る
時
君
や
さ
し

　
　
　

よ
み
が
へ
り
く
る
霧
の
夕
べ
に　

独
活
山
強
実

忘
れ
ず
に
い
た
の
記
憶
の
底
に
ま
だ

　
　
　
　
　

君
を
照
ら
し
て
傾
く
西
陽　

佐
藤　
　

直

【
俳
句　

投
稿
】

あ
し
び
き
の
山
が
織
り
な
す
紅
葉
濃
し　

伊
勢
村　

稔

美
し
き
紅
葉
色
づ
き
山
の
中　
　
　
　
　

寺
本　

紀
子

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
ゴ
ー
ス
ト
吊
る
し
英
語
塾

島
津
余
史
衣

露
寒
や
な
だ
め
て
使
ふ
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ　

伊
井
寸
美
子

傘
寿
過
ぎ
し
も
渡な

べ辺
貞さ

だ夫
に
酔
ふ
夜
長
か
な

斎
藤
智
寿
子

秋
暑
し
隣
の
家
の
電
子
音　
　
　
　
　
　

天
野
ユ
キ
海

夕
闇
の
し
じ
ま
を
破
る
轡
虫　
　
　
　
　

立
花　

克
明

【
川
柳　

投
稿
】

引
き
継
ご
う
地
域
に
根
差
す
い
い
文
化　

原
田
祥
二
郎

あ
り
が
と
う
介
護
す
る
人
さ
れ
る
人　
　

原
田　

順
子

【
短
歌　

春
扇
短
歌
会　

筑
紫
支
社
】

朝
光
の
さ
せ
ば
紅
々
さ
る
す
べ
り

　
　
　

窓
い
っ
ぱ
い
に
花
咲
か
せ
た
り　

大
塚　

富
江

大
雨
の
警
報
な
れ
ば
英
彦
山
川
の

　
　
　
　
　

水
は
白
波
立
て
て
騒
だ
つ　

五
十
嵐
田
鶴

男
爵
と
メ
ー
ク
イ
ン
の
掘
り
立
て
を

　
　
　
　

土
の
香
も
添
へ
友
届
け
く
る　

福
富　

廣
枝

世
界
中
コ
ロ
ナ
禍
な
れ
ど
炎
天
下

　
　
　
　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
熱
戦
続
く　

荒
巻
ミ
サ
子

緑
濃
き
公
園
散
歩
に
セ
ミ
の
声

　
　
　
　
　

白
き
雲
に
も
囁
き
な
が
ら　

木
村　

寛
子

稗
を
切
る
吾
の
目
の
前
赤
蜻
蛉

　
　
　
　
　

直
角
線
に
方
向
変
へ
行
く　

平
井　

朝
子

【
短
歌　

投
稿
】

あ
り
あ
け
に
山
に
か
か
り
し
弓
張
月

　
　
　

笑
顔
の
眼

ま
な
こ

に
見
え
な
く
も
な
し　

仲
摩　

直
子

菜
畑
の
育
ち
見
守
る
ひ
と
と
き
に

　
　
　

夫
亡
き
後
の
生
き
甲
斐
と
な
り　

櫻
木
マ
サ
子

11 月生まれ

HAPPY
BIRTHDAY

れ

廣田 匠
たくと

音ちゃん 
11月29日生 ❸・町二

たくさん食べて、毎日元気いっぱい
のたっくんです！何事にも「全集
中」で過ごしています(^_^)

元気いっぱいのこうくん。いつ
もみんなを笑わせてくれてあり
がとう！これからも病気をせず
にすくすく育ってね♡

姫野 幸
こう

ちゃん 
11月２日生❸ ・町三

Eメールは①お子さんの写真　②お子さんの氏名　③名前
の読み方　④誕生日　⑤年齢　⑥行政区　⑦メッセージ（50
文字以内）　⑧保護者の連絡先を送信してください。

　　koho@town.soeda.fukuoka.jp
送信先

12月生まれは、11月15日月
までに投稿ください！

E メ ルは①お子さんさんの写 ②お②お子さ子さんのんの氏名氏名 ③③名前名前

３歳までのお子さん
募集中です

　お子さんの写真にメッ

セージを添えて、役場総

務課広報・秘書係まで持

参してください。下記の

アドレスから、メールで

投稿することもできます。

問 役場総務課広報・秘書
　 係（☎ 82-4000）
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　第２期工事のC棟が完成

　　朝日ヶ丘団地

朝日ヶ丘団地第３期の解体工事を令和３年 12 月から予定しています。
解体箇所は右図色付きの箇所（公民館を含む 32 戸）です。解体工事期
間中は、大型ダンプなどが往来し、周辺にお住いの皆さまには大変ご迷
惑をおかけします。工事には万全を期し、ダンプの通行についても歩行
者や一般車両を優先し、騒音などにも細心の注意を払います。
　ご理解、ご協力をお願いします。

令和３年 12 月から始まります

朝日ヶ丘団地 解体工事
令

朝
令

朝

令
和
２
年
度
か
ら
着
工
し

た
町
営
朝
日
ヶ
丘
団
地

の
第
２
期
工
事
が
終
了
し
ま
し

た
。
朝
日
ヶ
丘
団
地
は
、
昭

和
40
年
か
ら
53
年
に
か
け
て

建
設
さ
れ
た
町
営
住
宅
で
す

が
、
老
朽
化
の
た
め
、
町
営
住

宅
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
き
建

て
替
え
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
第
２
期
工
事
は
総
工
費
約

４
億
５
千
万
円
。
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
３
階
建
て
の
C
棟
21

戸
が
完
成
し
ま
し
た
。C
棟
は
、

３
D
K
９
戸
、
２
D
K
９
戸
、

１
D
K
３
戸
で
整
備
さ
れ
、
令

和
元
年
に
整
備
さ
れ
た
A
、
B

棟
と
同
様
に
、
も
し
も
に
備
え

て
緊
急
通
報
ボ
タ
ン
も
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。
入
居
は
10
月
か

ら
順
次
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

↑３階建てL字型の建物で21戸で整備されました

問 役場住環境整備課（☎ 82-1235）

↑３LDKの室内の様子

→もしもに備えての

　緊急通報ボタン

←
C
棟
外
観
。周
辺
に
は
ベ
ン
チ
な
ど
も
整
備

至　添田公園

至　大任町

　令和３年 10 月、添田東地区で新たなボラン
ティア組織「添田東見守隊」が設置されました。
添田東地区では令和元年度に空巣が多発。公民
館長の岡本豊俊さんの呼びかけで有志が夜間、
見廻りのボランティアを行っていました。空巣
被害が落ち着いた後でも心配する住民がいたこ
とから、組織化を行いました。会員には地元有
志のほか、長生会会員や女性の会会員など 24
名が参加。今後は添田東行政区内のパトロール
やクリーン作戦（清掃活動）を定期的に行う予
定です。添田東行政区にお住まいで地域活動に
興味のある人は、添田東公民館長の岡本さん
（☎：82-2017）までお問い合わせください。

「みんなでまちづくり」のコーナーでは、清掃活動

や子どもの見守りなどのボランティアを行う個人・

団体を紹介します。役場総務課広報・秘書係（☎：

82-4000）まで情報をお持ちしています。

→10月16日に行われた

　第１回会議の様子

←見廻りに必要な物資は県

　の補助金を活用して購入

東地区公民館ボランティア
守隊」を設置

ン



　

個
人
事
業
税
は
、

地
域
の
特
性
を
生

か
し
た
地
方
創
生

や
、
皆
さ
ん
の
安

心
・
安
全
の
向
上

を
図
る
た
め
に
役

立
て
ら
れ
て
い
ま

す
。
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

▼
納
期
限

11
月
30
日
火

※
便
利
で
安
全
な
口
座
振
替
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
福
岡
県
飯
塚
・
直
方
県
税
事
務
所

（
☎
０
９
４
８
―
21
―
４
９
０
３
）

　

令
和
３
年
分
以
降
の
年
末
調
整
説

明
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
発
現
や
行
政
手
続
の
デ
ジ
タ

ル
化
を
踏
ま
え
、
開
催
を
中
止
し
、

今
後
は
、
動
画
配
信
を
中
心
と
し
た

情
報
発
信
を
行
い
ま
す
。
ご
理
解
い

た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
年
末
調
整

に
関
す
る
各
種
情

報
に
つ
い
て
は
、国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（https://w
w
w
.nta.go.jp/

）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
田
川
税
務
署
法
人
課
税
部
門

（
☎
44
―
４
５
７
６
）

　

災
害
に
よ
り
国
税

の
申
告
・
申
請
・
請

求
・
納
税
な
ど
を
期

限
ま
で
に
で
き
な
い

と
き
は
、
期
限
の
延

長
や
納
税
の
猶
予
が
で
き
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
福
岡
国
税

局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（https://w

w
w
.

nta.go.jp/about/organization/
fukuoka/index.htm

）
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問
田
川
税
務
署
（
☎
44
―
０
４
３
０
）

　

自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本
部
飯
塚

地
域
事
務
所
で
は
、
自
衛
官
採
用
に

関
す
る
説
明

会
を
平
日
お

よ
び
日
曜
日

に
随
時
開
催
し

て
い
ま
す
。
ご
都
合

に
合
わ
せ
て
個
別
説
明
や
出
張
説
明

も
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本
部
飯
塚

地
域
事
務
所

（
☎
０
９
４
８
―
22
―
４
８
４
７
）

離
職
な
ど
で
再
就
職
を
希
望
す
る

人
を
対
象
に
、
専
門
的
知
識
や
技
能

を
学
ぶ
た
め
の
６
か
月
間
の
職
業
訓

練
で
す
。

▼
訓
練
期
間　

令
和
４
年
１
月
５
日

　

水
〜
令
和
４
年
６
月
30
日
木

▼
対
象
者　

公
共
職
業
安
定
所
（
ハ

　

ロ
ー
ワ
ー
ク
）
に
求
職
を
申
し
込

　

み
し
て
い
る
人

▼
訓
練
科
名
／
定
員　

▽
も
の
づ
く

　

り
Ｃ
Ａ
Ｄ
科
Ｎ
Ｃ
コ
ー
ス
／
12
人

　

▽
ビ
ル
管
理
技
術
科
／
15
人　

▽

　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
Ｃ
Ａ
Ｄ
技
術
科

　

／
15
人　

▽
建
設
機
械
科
／
15
人

　

▽
ビ
ジ
ネ
ス
ワ
ー
ク
科
／
15
人

▼
募
集
期
間

11
月
１
日
月
〜
12
月

　

８
日
水

▼
受
講
料　

無
料
（
教
科
書
・
作
業

　

着
な
ど
は
自
己
負
担
）

▼
入
所
選
考

12
月
15
日
水
／
筆
記

　

お
よ
び
面
接

▼
選
考
会
場　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー

　

飯
塚
（
飯
塚
市
）

▼
申
込
先　

住
所
を
管
轄
す
る
ハ
ロ

　

ー
ワ
ー
ク

※
子
育
て
中
の
人
も
安
心
し
て
訓
練

が
受
講
で
き
る
よ
う
に
託
児
サ
ー
ビ

ス
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
飯
塚

（
☎
０
９
４
８
―
22
―
４
９
８
８
）

オ
ー
ク
ホ
ー
ル
で
は
令
和
４
年
１

月
か
ら
新
し
く
公
民
館
講
座
を
開
催

し
ま
す
。
Ｉ
Ｈ
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー

を
使
っ
て
楽
し
く
料
理
を
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

▼
と
き　

１
月
20
日
木
、
２
月
17
日

　

木
、
３
月
17
日
木
（
全
３
回
、
い

　

ず
れ
も
10
時
〜
12
時
）

▼
と
こ
ろ　

オ
ー
ク
ホ
ー
ル

▼
内
容　

Ｉ
Ｈ
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ

　

を
使
っ
て
、
家
庭
で
も
応
用
で
き

　

る
簡
単
な
料
理
を
作
り
ま
す

▼
講
師　

渡
邊
智
子
さ
ん
、
宮
本
久

美
子
さ
ん
（
九
電
ホ
ー
ム
ア
ド
バ
イ
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くらしに役立つ情報満載Information

　

ザ
ー
）

▼
対
象
者　

町
内
在
住
ま
た
は
在
職

　

の
人
／
定
員
12
人
程
度

▼
参
加
費　

無
料

▼
募
集
期
限

12
月
26
日
日

問
オ
ー
ク
ホ
ー
ル

（
☎
82
―
２
５
５
９
）

男
性
参
加
者
大
歓
迎

Ｉ
Ｈ
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

自
衛
官
採
用
説
明
会

税
金

13　広報そえだ（令和３年 11月号）

公
共
職
業
訓
練
生
（
１
月
生
）

を
募
集
し
ま
す

問 役場まちづくり課まちづくり推進係（☎ 82-5965）

空き家対策推進員の高瀬です。最近、有難い
ことに町空き家バンク登録物件の成約が多く、
交渉可能な空き物件が少なくなってきていま
す。一方で、町内の空き家を探している方か
らの問い合わせも多く頂いています。空き家
をお持ちで、売却を検討中の方、今が売り時
かもしれません。
空き家バンクに登録すると、町の支援サービ
スを受けることができます。今回はその中か
ら２つの支援サービスを紹介します。
◎片付け支援
家財の片付けを支援する制度です。タンスや
家電・ベッドなどの大きな家財は、家族だけ
ではなかなか手が付けられないですよね・・。
そんな家財の片付けを業者に支払う金額の内、
最大10 万円支援する制度です。
◎仲介手数料支援
売買もしくは賃貸が成立したときに不動産会
社に支払う仲介手数料を、最大 5万 4千円ま
で支援する制度です。物件の持ち主と、買う
人（借りる人）それぞれが支援金を申し込む
ことができます。
なお、この２つの支援には諸条件があります
ので、詳しくは町ホームページ、役場まちづ
くり課まちづくり推進係まで相談ください。
情報満載のウェブサイト「ソエダスペース」
も着々と更新中です。新しい空き家情報も掲
載していますので、ぜひご覧ください。

11
月
は
個
人
事
業
税

第
２
期
分
の
納
期
で
す

令
和
３
年
分
以
降
の
年
末
調
整

説
明
会
は
中
止
し
ま
す

試
験
・
募
集

→
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

令
和
３
年
８
月
の
大
雨
で
被
害

を
受
け
た
皆
さ
ん
へ

→ソエダスペース　
　ホームページは
　こちらから

福 岡コロナ警報は、10月14日で解除されました。現在、
感染は収束傾向ですが、再度、外出の自粛や営業時

間の短縮といった厳しい措置をお願いすることにならない
よう、社会全体で感染の再拡大防止を図っていきましょう。
▶外出にあたっては、自ら基本的な感染防止対策（三つの
　密の回避、マスクの着用、手指衛生等）を徹底したうえ
　で、目的地の感染状況、利用する施設の感染防止対策を
　よく確認して行動してください。特に発熱等の症状があ
　る場合は、外出や移動を避けましょう。

　　新型コロナウイルスワクチン未接種の皆さまへ
　町では新型コロナウイルス感染症の発症予防や、まん延
防止を目的にワクチン接種を実施しています。自分だけで
なく、家族や友人など日常的に接する大切な人たちの命を
守るため、ワクチン接種は非常に有効です。接種を受ける
ことは強制ではありませんが、発症・重症化・後遺症の予
防と副反応のリスクの双方を理解した上で、更なる感染防
止のため、積極的なワクチン接種の検討をお願いします。

引き続き感染対策を
お願いします

新型コロナウイルス感染症

添田町を元気に！

地域おこし
協力隊通信

Vol.㉓

問い合わせ増加中です！
空き家バンク登録物件求む！！

→町空き家バンク　
　ホームページは
　こちらから

地域づくりセミナー

あなたとつくるシニアライフ
一人ひとりが主人公

添 田町では、住み慣れた町で地域の皆
さんと一緒に元気に楽しく暮らして

いくために住民相互の支え合いの仕組みづ
くりを進めています。今回、「支え合いの町」
をテーマにセミナーを開催します。一人ひ
とりが「住んでてよかった」と思えるよう
な地域づくりを一緒に考えていきませんか。
皆さんの参加をお待ちしています。
◉基調講演「縁ジョイ、ほっとコミュニティ
　そえだを目指して」
▶とき　12 月 21 日火　14時～15時30分
　　　　（受付13時30分～）
▶ところ　オークホール
▶講師　澤田孝子さん（NPO法人宮崎21高
　齢者福祉研究会副理事長）
▷プロフィール＝高齢者が住み慣れた地域
　で安心して暮らせるまちづくりを目指し
　平成３年にNPO法人を設立。平成16年か
　らは健康と生きがいづくり、認知症予防
　教室などを実施
▶対象　どなたでも参加できます
▶参加費　無料
▶申込方法　添田町社会福祉協議会に電話
　で連絡（当日参加も可能です）
◉基礎講座「そえだ縁ジョイプロジェクト」
▶内容　介護保険のしくみや認知症への理
　解、ボランティアなどをテーマに参加者の
　皆さんと意見を交わしながら、支え合う
　地域づくりに向けた計５回の基礎講座を
　令和４年１月（予定）から開催します。
▶講師　猪狩崇さん（福岡県立大学助教）
▷プロフィール＝平成28年福岡県立大学に
　着任。地域包括支援センターでの豊富な
　経験もあり、本事業アドバイザーを委任
問 添田町社会福祉協議会（☎ 82-2600）

▼
募
集
期
限

1
月
2
日
日

問
オ
ー
ク
ホ
ー
ル

（
☎
82
―
２
５
５
９
）

しご
都
合

→
福
岡
国
税
局

  

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

町ワクチン接種
対象人口

接種状況
１回目終了 ２回目終了

65歳以上 4,054 人 3,751 人 (93％ ) 3,709 人 (91％ )

12 ～ 64 歳 4,609 人 3,562 人 (77％ ) 3,410 人 (74％ )

合計 8,663 人 7,313 人 (84％ ) 7,119 人 (82％ )

▶新型コロナワクチン接種状況（10月 25日時点 VRSによる情報）

を

ました 現在在、

を

現在

を

、

問役場保健福祉環境課健康対策係（☎88-8111）



▼
と
き

11
月
14
日
日　

10
時
〜
18

時（
受
付
17
時
30
分
ま
で
）

▼
と
こ
ろ　

福
岡
県
筑
豊
労
働
者
支

　

援
事
務
所
（
飯
塚
市
）

▼
対
象
者　

労
働
者
、
事
業
主

▼
相
談
方
法　

来
所
ま
た
は
電
話

※
予
約
不
要
、
相
談
無
料
。

問
福
岡
県
筑
豊
労
働
者
支
援
事
務
所

（
☎
０
９
４
８
―
22
―
１
１
４
９
）

○
添
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

▼
香
典
返
し　

▽（
故
）中
村
一
三

　
（
桝
田
）▽（
故
）宮
﨑
改
藏（
上
中
元  

　

寺
）▽（
故
）前
川
克
典（
上
中
元
寺
）

　

▽
𠩤
登（
野
田
）

  

（
令
和
３
年
10
月
14
日
現
在
）

ス
マ
ホ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
ま
だ

使
っ
た
こ
と
が
無
い
方
や
、
切
替
を

検
討
さ
れ
て
い
る
方
は
ぜ
ひ
、
こ
の

機
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
と
き

11
月
13
日
土
、
14
日
日
、　

20
日
土
、
21
日
日
（
い
ず
れ
も
11

時
〜
17
時
、
16
時
最
終
受
付
）

▼
と
こ
ろ　

添
田
町
役
場
1
階

▼
予
約
番
号　

㈱
Ｑ
Ｔ
ｎ
ｅ
ｔ
北
九

　

州
支
店（
☎
093
―
980
―
０
０
８
６
）、

　

ま
た
は
担
当
樋
口（
☎
070
―
7
６
２
８

　

―
０
１
９
６
）

※
感
染
対
策
の
た
め
、
事
前
予
約
の

人
を
優
先
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

賃
金
未
払
い
、
解
雇
、
職
場
の
パ

ワ
ハ
ラ
な
ど
働
く
上
で
の
問
題
や
悩

み
、
疑
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

と
な
る
共
済
証
紙
を
共
済
手
帳
に
貼

り
、
そ
の
従
事
者
が
林
業
界
を
や
め

た
と
き
に
林
退
共
か
ら
退
職
金
を
支

払
う
と
い
う
、
い
わ
ば
林
業
界
全
体

の
退
職
金
制
度
で
す
。
詳
し
く
は
、

最
寄
り
の
支
部
ま
た
は
本
部
へ
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。

問
独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共

済
機
構
林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　
（
☎
03
―
６
７
３
１
―
２
８
８
９
）

　
「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
し
た
い
け
れ

ど
、
料
金
が
心
配
」、「
う
ま
く
使
え

る
自
信
が
な
い
」
そ
ん
な
お
悩
み
を

お
持
ち
の
人
を
対
象
に
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
B
B
I
Q
の
専
門
ス
タ
ッ
フ

が
無
料
の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

11
月
中
に
全
国
警
察
の
総
力
を
挙
げ

て
追
跡
捜
査
を
行
い
、
被
疑
者
の
早

期
検
挙
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
捜

査
活
動
に
は
皆
さ
ん
の
協
力
が
必
要

で
す
。
指
名
手
配
被
疑
者
に
関
す
る

情
報
は
ど
ん
な
こ
と
で
も
警
察
へ
通

報
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
田
川
警
察
署（
☎
42
―
０
１
１
０
）

　

林
退
共
は
、
林
業
界
で
働
く
人
の

た
め
に
国
が

作
っ
た
退
職

金
制
度
で
す
。

事
業
主
が
、

従
事
者
の
働

い
た
日
数
に

応
じ
て
掛
金

10
月
１
日
か
ら
、
福
岡
県
の
最
低

賃
金
が
次
の
と
お
り
改
定
さ
れ
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
金
額　

１
時
間
870
円

▼
効
力
発
生
日　

令
和
３
年
10
月
１
日

問
福
岡
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

（
☎
092
―
411
―
４
５
７
８
）

　

町
で
は
、
11
月
か
ら
令
和
４
年
３

月
に
か
け
て
要
援
護
者
（
災
害
時
な

ど
の
避
難
行
動
支
援
者
や
見
守
り
支

援
が
必
要
な
人
）
の
実
態
調
査
を
実

施
し
ま
す
。
現
在
、
要
援
護
者
台
帳

に
登
録
し
て
い
る
人
の
お
宅
に
調
査

員
が
訪
問
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
要
援
護
者

台
帳
へ
の
登
録
を
希
望
す
る
場
合
は
、

役
場
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
役
場
保
健
福
祉
環
境
課
福
祉
・
高

齢
者
支
援
係（
☎
82
―
１
２
３
２
）

問
役
場
防
災
情
報
管
財
課
防
災
安
全

係
（
☎
82
―
４
０
０
２
）

　

福
岡
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

「
あ
す
ば
る
」
で
は
、男
女
共
同
参
画

の
取
組
を
も
っ
と
前
に
、
も
っ
と
強

く
進
め
て
い
く
た
め
、
基
調
講
演
を

録
画
配
信
し
ま
す
。

▼
視
聴
日
時

11
月
30
日
火
（
１
回

　

目
）10
時
〜　
（
２
回
目
）14
時
〜

▼
視
聴
場
所　

添
田
町
役
場
１
階　

　

特
１
会
議
室

▼
講
師　

内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局

　

長　

林
伴
子
さ
ん

▼
テ
ー
マ　
「
す
べ
て
の
人
が
輝
く
令

　

和
の
社
会
へ
」

※
各
回
定
員
は
20
人
で
す
。
事
前
の

申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。　

問
役
場
総
務
課
男
女
共
同
参
画
推
進

係
（
☎
82
―
１
２
３
１
）

　

福
岡
県
警
察
で
は
、
犯
罪
被
害
に

あ
わ
れ
た
方
々
の
心
の
ケ
ア
の
窓
口

を
開
設
し
て
い
ま
す
。

▼
受
付
時
間　

月
曜
〜
金
曜
の
９
時

　

〜
17
時
45
分

※
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
。　

問
福
岡
県
警
察
本
部
犯
罪
被
害
者
相

談
電
話「
心
の
リ
リ
ー
フ
・
ラ
イ
ン
」

（
☎
092
―
632
―
７
８
３
０
）

性
犯
罪
被
害
相
談
電
話（
24
時
間
）

（
☎
♯
８
１
０
３
）（
ハ
ー
ト
さ
ん
）

　

令
和
３
年
８
月
末
現
在
、
全
国
の

警
察
か
ら
の
指
名
手
配
者
は
、
約
570

人
に
上
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
被

疑
者
は
殺
人
や
強
盗
な
ど
の
凶
悪
事

件
や
、
暴
行
、
傷
害
、
窃
盗
、
詐
欺

な
ど
で
指
名
手
配
さ
れ
、
今
で
も
逃

走
を
続
け
て
い
ま
す
。
警
察
で
は
、

広報そえだ（令和３年 11月号）　14

くらしに役立つ情報満載Information

お
知
ら
せ

福
岡
県
最
低
賃
金
額
改
定

15　広報そえだ（令和３年 11月号）

●人　口　9,110 人（ー16人）
●男　性　4,283 人（ー10人）
●女　性　4,827 人（ー６人）
●世帯数　4,591世帯（＋１世帯）

人の動き ９月末日現在（　）は前月比

相談
●心配ごと相談（そえだジョイ／10時～15時）
11月16日火、12月7日火

●補聴器相談（役場ロビー）
11月10日水13時～、11月12日金15時～

●無料法律相談会
　（福岡法務局田川支局／13時～16時）
11月９日火、12月14日火

※利用条件あり。詳しくは問い合わせください。
問 法テラス福岡（☎050-3383-5502）
●こころの健康相談（田川保健福祉事務所／予約制）
11月９日火（10時～）、11月25日木（14時～）

問 田川保健福祉事務所健康増進課（☎42-9307）
●女性の健康相談・不妊相談（福岡県嘉穂・鞍手
保健福祉環境事務所／予約制）
11月10日水、12月１日水（13時30分～16時30分）

問 福岡県嘉穂・鞍手保健福祉環境事務所健康増進
　 課健康増進係（☎ 0948-29-0277）

警察署からのお知らせ
●女性に対する暴力の撤廃
　毎年11月25日は「女性に対する暴力撤廃国際日」
です。DV被害に遭ったら我慢せず、まず相談を
▶▶▶これらの被害はDVです
▷殴る蹴るなどの暴行を受ける　▷引きずりまわ
される　▷腕をねじられる　▷「ぶん殴ってやる」
などの暴言を吐かれて脅迫される
問 警察本部警察安全相談コーナー（☎♯9110）

問 田川警察署（☎42-0110）

９月の事故発生状況   （　）内は昨年同月比

種　類 発生件数 今年の累計
　物件事故 12（－２） 101

　人身事故 ２（＋１） 13

　死亡者 ０（±０） 0
　負傷者 ２（＋１） 20

●出生　１ 人
●死亡 12 人
●転入 15 人
●転出 20 人

休館／クアハウス
●清掃・施設点検などのため
▶期間　11月24日水～28日日
問 クアハウス（☎82-5061）

日
曜
労
働
相
談
を
開
催
し
ま
す

献血にご協力を
やさしさが
　笑顔をつくる

10時～12時30分
13時30分～16時
10時～12時30分
13時30分～16時　　 　♥とき　12月7日火

　　 　♥ところ　添田町役場
　　 　♥対象者 体重が50キロ以上の人で、
　　 　　男性 17歳～69歳　女性 18歳～69歳
　　　　※65歳以上の人は、60～64歳に献血経験
　　　　　がある人。
　　　　問 役場保健福祉環境課健康対策係（☎ 88-8111）

♥

要
援
護
者
の
実
態
調
査

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　

  

（
敬
称
略
）

犯
罪
被
害
相
談

「
心
の
リ
リ
ー
フ
・
ラ
イ
ン
」

福 岡法務局と福岡県人権擁護委員連合
会では、11月12日金から18日木まで

の１週間を、全国一斉「女性の人権ホット
ライン」強化週間として、女性に関する人
権問題についての相談を電話で受け付けま
す。
◉とき
▷11月12日金、15日月～18日木＝８時30分
　～19時
▷13 日土、14日日＝10時～17時
◉相談内容
　パートナーからの暴力、職場でのセクハ
　ラ、ストーカーなど、女性に関する人権
　問題
◉女性の人権ホットライン（全国共通）
　（☎0570-070-810）
法務局職員と人権擁護委員が無料で相談
に応じます。秘密は厳守されますので、どん
な些

ささい

細なことでもひとりで悩まずにまずは
相談ください。「女性の人権ホットライン」
では、強化週間以外でも 8時30分～17時15
分（時間外、土日祝日は留守番電話対応）で
相談を受け付けています。
問 福岡法務局人権擁護部
　（☎092-739-4151）

ひとりで悩まず、まずは相談を

女性の人権ホットライン
強化週間です

納期限のお知らせ
● 11月30日火が納期限です
　▷固定資産税（４期）
　▷国民健康保険税（５期）
　▷後期高齢者医療保険料（５期）
問 役場住民課税務・滞納対策係（☎82-1234）

  ◎もしものとき　大切な人を救うため　

救急蘇生法を動画配信中です
　田川地区消防本部では、新型コロナウイルス感染
症の拡大に伴う緊急事態措置の実施で、主催する救
急講習が一部中止となり皆さんが救急蘇生法に関す
る知識や技術を習得する場が減っていること、また
新型コロナウイルス感染症の流行により救急蘇生法

の手順が一部変更となって
いることなどから、感染対策に留意した救急蘇生法
の動画を作成し、公開しています。変更になった救
急蘇生法を確認し、もしもの時に備えましょう。

林
業
退
職
金
共
済
制
度　
　
　

　
　
（
林
退
共
）　

指
名
手
配
被
疑
者
の

検
挙
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

力を

8111）

あ
す
ば
る
男
女
共
同
参
画

フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
１

→
救
急
蘇
生
法
の
動

　

画
は
コ
チ
ラ
か
ら

ス
マ
ホ
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

活
用
術
相
談
会
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110th anniversary          of Soeda townyyyyyyy oooooooooo              

５
月　

津
野
小
・
中
学
校
、
ダ
ム

　
　
　

建
設
に
伴
い
埋
金
地
区
に

　
　
　

校
舎
新
築
移
転

12
月　

県
立
英
彦
山
青
年
の
家
、　

　
　
　

開
所

３
月　

県
営
油
木
ダ
ム
竣
工

８
月　

山
下
博
子
さ
ん
（
中
元
寺
）

　
　
　

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ

　
　
　

ク
出
場

８
月　

町
民
プ
ー
ル
開
設

10
月　

添
田
中
学
校
落
成

３
月　

県
営
陣
屋
ダ
ム
竣
工

６
月　

英
彦
山
神
社
、
英
彦
山
神

　
　
　

宮
に
昇
格

11
月　

添
田
町
役
場
庁
舎
新
築
、　

　
　
　

業
務
開
始

１
月　

中
島
家
住
宅
、
国
の
重
要

　
　
　

文
化
財
に
指
定

１
月　

旧
数
山
家
住
宅
１
棟
、
国

　
　
　

の
重
要
文
化
財
に
指
定

８
月　

第
１
回
添
田
町
盆
お
ど
り

　
　
　

花
火
大
会
開
催

３
月　

財
団
法
人
添
田
福
祉
会
発

　
　
　

足

７
月　

町
民
会
館
落
成

４
月　

町
立
真
木
幼
稚
園
開
園

添田町町制施行110周年
添田町町制施行110周年となる今年。広報そえだでは110年
間の歩みをお知らせしています。今回は、昭和46（1971）年か
ら昭和55（1980）年までの10年間です。

　

県
営
油
木
ダ
ム
は
、
今
川
の
洪

水
調
整
、
か
ん
が
い
、
水
道
、
工

事
用
水
供
給
な
ど
を
目
的
に
建
設

さ
れ
ま
し
た
。
英
彦
山
に
源
流
の

あ
る
今
川
は
、
梅
雨
時
期
や
台
風

襲
来
時
は
頻
繁
に
洪
水
に
見
舞
わ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
干
害
の
時
期

に
な
る
と
用
水
が
不
足
す
る
一
面

も
持
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
加

え
、
下
流
域
の
人
口
増
加
や
工
業

の
発
展
に
よ
る
飲
料
水
・
工
業
用

水
の
確
保
の
問
題
も
あ
り
、
そ
の

よ
う
な
治
水
・
利
水
の
観
点
か
ら

調
査
に
約
９
年
の
歳
月
を
か
け
、

昭
和
47
（
１
９
７
２
）
年
３
月
に

竣
工
し
ま
し
た
。

昭
和
47
年

　

県
営
油
木
ダ
ム
竣
工

→
油
木
ダ
ム
の
様
子

　
（
昭
和
47
年
）

昭
和
49
年

昭
和
50
年

昭
和
52
年

昭
和
53
年

昭
和
54
年

昭
和
55
年

↑
添
田
町
役
場
新
庁
舎

　
（
昭
和
50
年
）

→↑↑

昭
和
46
年

昭
和
47
年

◉防災無線放送内容確認サービス（☎ 88-8555）火災については、☎ 42-0119におかけください。

添
田
町
み
ん
な
で
ま
ち
づ
く

り
指
針
を
町
民
の
皆
さ
ん
と

策
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
▼
添
田
町
第
6
次
総
合

計
画
（
２
０
２
１
〜
２
０
３
０
）
は
、「
ま
ち
づ
く
り
」

の
基
本
指
針
で
す
。
10
年
後
の
あ
り
た
い
姿
（
将
来

像
）
と
し
て
「
い
つ
ま
で
も
健
康
で
住
み
続
け
ら
れ

る
・
住
み
た
く
な
る
ま
ち
」
を
掲
げ
、
こ
の
将
来
像

の
実
現
に
向
け
て
「
み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り
」
を
合

い
言
葉
に
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。
▼
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
は
、
な
ぜ
、

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
・「
み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り
」
が

必
要
な
の
か
と
思
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
▼
町
の
財
政
が
苦
し
い
か
ら
、
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
・「
み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り
」
が
必
要
な
の
だ

と
思
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
確
か
に
、
現

在
の
町
の
財
政
状
況
は
大
変
厳
し
く
、
や
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
も
十
分
で
き
な
い
状
況
で
す
。
町

と
し
て
は
こ
の
脱
却
の
た
め
行
政
改
革
を
一
層
推
進

し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
▼
「
み
ん

な
で
ま
ち
づ
く
り
」
の
意
義
・
必
要
性
の
理
由
は
3

つ
あ
り
ま
す
。
▼
１
つ
目
は
、
町
民
主
役
の
ま
ち
づ

く
り
で
す
。「
ま
ち
づ
く
り
」
は
、
そ
の
過
程
に
お
い

て
も
町
民
が
納
得
し
、
共
有
で
き
る
も
の
で
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
町
民
の
意
思
を
尊
重
し
、
多
く
の
町
民
の
参
加
を

促
し
な
が
ら
、
そ
の
知
恵
と
力
を
加
え
た
新
し
い
ま

ち
づ
く
り
（
町
民
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
）
を
確

立
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
▼
２
つ
目
は
、「
新

し
い
公
共
」
と
い
う
考
え
方
で
す
。
近
年
起
こ
っ
て

い
る
多
種
多
様
な
地
域
の
課
題
は
、
行
政
だ
け
で
解

決
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。「
新
し

い
公
共
」
と
は
、
町
民
が
持
っ
て
い
る
活
力
を
今
ま

で
行
政
だ
け
が
担
っ
て
き
た
公
共
の
分
野
に
も
活
か

し
て
い
こ
う
と
い
う
考
え
方
で
す
。
こ
の
考
え
方
に

よ
り
、
町
民
の
ア
イ
デ
ア
や
活
力
を
積
極
的
に
活
か

し
て
い
く
こ
と
で
、
地
域
の
身
近
な
課
題
を
よ
り
柔

軟
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
▼

３
つ
目
は
、
町
民
と
行
政
の
信
頼
関
係
の
構
築
で
す
。

面
積
が
広
く
、
集
落
が
点
在
し
て
い
る
本
町
に
お
い

て
は
、
地
域
の
一
体
性
の
確
保
が
特
に
重
要
な
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
町
は
職
員
の
意

識
改
革
を
進
め
る
と
共
に
、
町
が
持
っ
て
い
る
情
報

の
透
明
性
を
高
め
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
信
頼
を
得
る

よ
う
普
段
の
努
力
を
積
み
重
ね
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
町
民
の
皆
さ
ん
も
責
任
を
も
っ

て
発
言
・
行
動
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
分
野
を
活
か

し
な
が
ら
積
極
的
に
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
っ
て
い
く

こ
と
を
求
め
る
も
の
で
す
。
自
分
た
ち
が
住
む
地
域
・

ま
ち
の
こ
と
で
す
。
ど
の
よ
う
な
「
ま
ち
」
を
つ
く
っ

て
い
く
の
か
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
本
当
に
納
得
で
き

る
も
の
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
▼
町
民
と

し
て
き
ち
ん
と
「
ま
ち
づ
く
り
」
に
関
わ
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
そ
の
中
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
力
が
必

要
で
す
。
様
々
な
町
民
の
皆
さ
ん
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
、
自
助
、
共
助
、
そ
し
て

公
助
の
考
え
に
基
づ
い
て
発
揮
さ
れ
る
個
人
や
団
体

の
力
の
総
和
で
す
。
▼
皆
さ
ん
と
共
に
、
添
田
町
こ

れ
か
ら
の
10
年
「
い
つ
ま
で
も
健
康
で
住
み
続
け
ら

れ
る
・
住
み
た
く
な
る
ま
ち
」
を
進
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
▼
「
み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り
」

で
す
。
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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